
平
成
平
成
1919
年
度
の
一
般
会
計
を
含
む

年
度
の
一
般
会
計
を
含
む
1212
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
に
つ
い
て
は
、
９
月

決
算
に
つ
い
て
は
、
９
月
2222
日
か
ら
開
か
れ
て
い
る
市
議
会
（
定
例
会
）
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
か
ら
開
か
れ
て
い
る
市
議
会
（
定
例
会
）
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

▽
詳
細　

　
　

▽
詳
細　

財
政
課
（
市
庁
舎
５
階
、
電
話

財
政
課
（
市
庁
舎
５
階
、
電
話
6565
・
４
１
０
６
）

・
４
１
０
６
）

■■
平
成
19
年
度
決
算
の
概
要

　

市
で
は
、
第
五
期
総
合
計
画
の
着
実

な
推
進
を
基
本
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
豊

か
で
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都
市
と
し
て
発

展
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
市

民
協
働
の
推
進
」「
将
来
の
発
展
の
基

盤
づ
く
り
」「
地
域
を
あ
げ
た
子
ど
も

の
育
成
」
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
優
先
的
に
事

業
を
進
め
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
主
な
施
策
と
そ
の
成
果

　

安
心
安
全
都
市
を
め
ざ
し
て

　

安
心
安
全
都
市
を
め
ざ
し
て

○
犯
罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定

○
先
輩
マ
マ
さ
ん
訪
問
員
制
度
（
登
録

数
27
人
）

○
農
村
部
助
っ
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
事
業
（
延

べ
利
用
者
数
19
人
）

○
耳
マ
ー
ク
の
設
置
（
市
庁
舎
、
支
所

等
４
０
０
個
）

○
自
立
支
援
給
付
・
自
立
支
援
医
療
の

利
用
者
負
担
軽
減
の
拡
大

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
拠
点
の

整
備
（
２
カ
所
）

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
整

備
（
２
カ
所
）

○
保
育
所
の
整
備
（
移
転
改
築
１
カ
所
、

乳
児
室
増
築
１
カ
所
、
改
修
・
用
地

取
得
１
カ
所
）

○
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
整
備
（
川
西

開
所
、
栄
移
転
）

○
保
育
所
乳
児
受
入
枠
の
拡
大
（
私
立

６
人
、
夜
間
２
人
）

○
帯
広
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定

○
消
防
署
出
張
所
の
整
備
（
大
空
・
南

出
張
所
統
合
に
よ
る
移
転
改
築
）

○
お
び
ひ
ろ
救
命
ア
シ
ス
ト
事
業
（
協

力
証
交
付
施
設
17
件
）

　

産
業
複
合
都
市
を
め
ざ
し
て

　

産
業
複
合
都
市
を
め
ざ
し
て

○
帯
広
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ク
構
想
の
策
定

○
地
元
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大
促
進

○
肉
用
牛
の
生
産
振
興
（
定
期
巡
回
指

導
、
肉
用
牛
放
牧
実
証
試
験
等
）

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
共

同
活
動
支
援

○
木
材
の
新
し
い
総
合
利
用
シ
ス
テ
ム

モ
デ
ル
事
業

○
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進

○
馬
産
振
興
お
よ
び
馬
文
化
の
継
承
（
リ

ッ
キ
ー
号
の
嘱
託
採
用
、
ば
ん
系
馬

の
生
産
振
興
等
）

○
ば
ん
え
い
競
馬
帯
広
市
単
独
開
催

○
帯
広
ま
ち
な
か
歩
行
者
天
国
事
業
に

対
す
る
支
援

○
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
推

進
に
対
す
る
補
助

○
駅
前
交
通
広
場
の
照
明
改
良
（
駅
北

29
基
、
駅
南
25
基
）

　

環
境
共
生
都
市
を
め
ざ
し
て

　

環
境
共
生
都
市
を
め
ざ
し
て

○
５
リ
ッ
ト
ル
ご
み
袋
の
導
入

○
十
勝
飛
行
場
周
辺
支
障
木
の
伐
採

○
（
仮
称
）
帯
広
の
森
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
基
本
設
計

　

生
涯
学
習
都
市
を
め
ざ
し
て

　

生
涯
学
習
都
市
を
め
ざ
し
て

○
特
別
支
援
教
育
補
助
員
の
拡
大
（
21

人
増
）

○
情
緒
障
害
児
学
級
の
新
設
（
小
学
校

５
校
、
中
学
校
１
校
）

○
小
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
化
の
実
施

（
補
強
工
事
３
校
、
改
築
１
校
）

○
子
ど
も
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

（
市
教
委
配
信
回
数
23
回
）

○
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り（
４
校
開
設
）

○
放
課
後
こ
ど
も
広
場
の
開
設
（
２
校

開
設
）

○
教
員
リ
ー
ダ
ー
養
成
「
21
世
紀
」
教

師
塾
の
実
施
（
実
施
研
修
数
５
回
、

延
べ
受
講
者
数
85
人
）

○
こ
ど
も
議
会
の
開
催
（
21
人
）

○
動
物
園
の
サ
ル
舎
整
備

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化

○
（
仮
称
）
新
帯
広
の
森
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
場
の
整
備

　

広
域
連
携
都
市
を
め
ざ
し
て

　

広
域
連
携
都
市
を
め
ざ
し
て

○
マ
デ
ィ
ソ
ン
市
長
の
招
聘へ
い

　　
自
主
・
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

自
主
・
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

○
市
民
提
案
型
協
働
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
（
６
事
業
実
施
）

○
お
び
ひ
ろ
ま
ち
育
て
プ
ラ
ン
の
策
定

○
帯
広
市
・
川
西
村
・
大
正
村
合
併
50

周
年
記
念
事
業
の
実
施

■■
一
般
会
計
の
収
支

　

平
成
19
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

７
４
３
億
６
５
４
２
万
円
、
歳
出
が
７

４
０
億
７
７
５
６
万
円
と
な
り
、
差
引

額
は
２
億
８
７
８
６
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

一
般
会
計
の
収
入
の
状
況

　

平
成
18
年
度
と
比
較
し
、
所
得
譲
与

税
の
廃
止
、
地
方
特
例
交
付
金
・
交
付

税
等
の
減
少
に
よ
り
23
億
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
が
、
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
税
源
移
譲
等
で
市
税
が
13
億
円
、

国
や
道
か
ら
の
支
出
金
が
８
億
円
、
寄

附
金
が
４
億
円
、
基
金
繰
入
金
が
６
億

■■
特
別
・
企
業
会
計
の
決
算

　

帯
広
市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
の

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保

険
事
業
な
ど
、
特
別
の
目
的
の
た
め
に

一
般
会
計
と
は
区
別
し
て
経
理
し
て
い

る
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
平
成
19
年

度
か
ら
加
わ
っ
た
ば
ん
え
い
競
馬
会
計

を
含
め
９
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
な
ど
独
立
採
算
の

２
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
企
業
会
計
の
決
算
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
す
。（
図
２
）

円
、
諸
収
入
が
21
億
円
、
借
換
債
等
に

よ
る
市
債
が
７
億
円
増
加
し
、
平
成
19

年
度
収
入
全
体
で
は
、
約
37
億
４
千
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
支
出
の
特
徴

　

平
成
18
年
度
と
比
較
し
、
障
害
者
自

立
支
援
、
あ
じ
さ
い
保
育
園
建
設
等
に

よ
り
民
生
費
が
９
億
円
、
中
小
企
業
振

興
融
資
貸
付
金
等
に
よ
り
商
工
費
が
８

億
円
、
稲
田
小
学
校
体
育
館
改
築
等
に

よ
り
教
育
費
が
３
億
円
、
北
海
道
市
営

競
馬
組
合
清
算
負
担
金
等
に
よ
り
諸
支

出
金
が
14
億
円
増
加
と
な
り
、
平
成
19

年
度
支
出
全
体
で
は
、
37
億
９
千
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
の
あ
ら
ま
し

企業会計

特別会計

平
成
19
年
度

特集

図１ 一般会計の収支

図２ 特別・企業会計の決算

※歳出の各項目
には、関係する
職員の給与費が
含まれています。
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◆◆
正
味
資
産

　

正
味
資
産
は
、
資
産
を
形
成
す
る
た
め
に
使
っ

た
お
金
の
う
ち
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税
を
は
じ

め
、
国
や
道
か
ら
の
補
助
金
等
を
財
源
と
し
た
も

の
で
、
今
後
返
済
し
な
く
て
も
よ
い
支
払
い
済
み

の
も
の
で
す
。

　

健
全
な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら
は
正
味
資
産
が

多
く
、
負
債
が
少
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。平
成
19
年
度
の
正
味
資
産
の
比
率
は
、

51
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
前
年
度
よ
り
０
・
５
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
見
る
帯
広
市
の
資
産
と
負
債

　

地
方
自
治
体
の
一
般
会
計
、特
別
会
計
の
予
算
・

決
算
は
、
１
年
間
の
お
金
の
出
入
り
（
フ
ロ
ー
）

の
み
を
表
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
あ

る
公
共
施
設
な
ど
の
資
産
価
値
や
こ
れ
か
ら
返
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
な
ど
の
負
債
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
状
況
が
一
覧
で
対
比
で
き

る
よ
う
、民
間
企
業
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る「
複

式
簿
記
」
で
整
理
さ
れ
た
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と

　

平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
、
市
が
所
有
し
て
い

る
総
資
産
額
は
約
２
３
９
０
億
円
、
負
債
約
１
１

５
０
億
円
、
正
味
資
産
約
１
２
４
０
億
円
と
な
り

ま
す
。（
図
３
、
図
４
）

◆◆
資　

産

　

資
産
の
内
訳
は
、
道
路
・
公
園
・
学
校
な
ど
の

有
形
固
定
資
産
が
約
89
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
、
稲
田
小
学
校
体
育

館
の
改
築
や
、
消
防
署
南
出
張
所
建
設
に
よ
る
増

加
要
因
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
資
産
に

つ
い
て
の
減
価
償
却
や
、
貯
金
に
相
当
す
る
基
金

を
取
り
崩
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年
度
対
比
約

11
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆
負　

債

　

負
債
は
、
資
産
総
額
の
約
48
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
将
来
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金（
地
方
債
）で
す
。
平
成

13
年
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
地
方
交
付
税
の
一
部

が
地
方
債（
臨
時
財
政
対
策
債
）に
振
り
替
わ
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
増
加
要
因
は
あ
り
ま
す
が
、
借

金
を
増
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
た
め
、
前
年

度
対
比
約
16
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
決
算
で
他
都
市

と
比
較
す
る
と
、
帯
広
市
は
、

１
人
当
た
り
の
資
産
が
多
く
、

こ
の
こ
と
は
公
共
施
設
な
ど
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
負
債
も
多
く
、
公

共
施
設
整
備
の
た
め
借
入
れ
た

借
金
な
ど
の
将
来
の
負
担
も
大

き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
図
５
）

道
内
他
都
市
と
比
べ
る
と
…

市
民
１
人
当
た
り
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

な
ぜ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

し
て
い
る
の
？

平成18・19年度帯広市普通会計バランスシート

借　方
【資　産　の　部】 平成18年度 平成19年度 差 額

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸
⑹
⑺
⑻
⑼
⑽

⑴
⑵
⑶

⑴

⑵

貸　方
【負　債　の　部】 平成18年度 平成19年度 差 額

　⑴
　⑵

　⑶

　⑴
　⑵

【正味資産の部】

図３

平成19年度バランスシートを市民一人当たりに換算
（人口169,156人）

図４

世代間負担比率図６

特集

※
な
お
、
財
務
指
標
そ
の
他
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
冊
子
「
帯
広
市
の
台
所

事
情
」
と
し
て
、
財
政
課
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

平成18年度市民一人当たりの資産と負債図５

　

世
代
間
の
負
担
比
率

　

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、
既

に
負
担
（
支
払
わ
れ
た
）
し
た

割
合
と
、
こ
れ
か
ら
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
割
合
を
表
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
負
担
割
合
が
大

き
い
と
財
政
の
硬
直
化
を
招
き

ま
す
が
「
世
代
間
負
担
の
公
平

化
」
の
視
点
か
ら
は
、
既
に
負

担
さ
れ
た
割
合
が
高
け
れ
ば
良

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

帯
広
市
は
、
道
内
他
都
市
と

の
比
較
で
は
標
準
的
な
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
図
６
）
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